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№

ウェルフェア

おおわにおおわに
168
み
ん
な
で
築
く 

あ
ん
し
ん 

お
お
わ
に

　

５
月
７
日
（
土
）、福
祉
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
河
川
お
よ
そ
１
キ
ロ
に
わ
た

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

８
名
と
当
会
職
員
が
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
毎
年
ゴ
ミ
の
投
棄
が

多
い
の
で
す
が
、今
年
は
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
々
が
参

加
し
、
熱
心
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
く
れ

た
お
か
げ
で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
さ
ん
は
、「
今
日

は
楽
し
か
っ
た
し
、
川
が
き
れ
い
に

な
っ
て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」「
ま

た
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

あ
っ
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
他
人
の
た
め
や

地
域
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
よ
う

で
、
実
は
自
分
の
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
っ
た
り
、
充
実
感
が
得
ら
れ
た

り
、
心
身
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
諸
事
情
に
よ
り
令

和
３
年
度
を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
は
解
散
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を

募
集
す
る
際
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河
川
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

河
川
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
広
が
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
！
」

「
広
が
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
！
」
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令和３年度 令和３年度 事業報告事業報告
「みんなで築くあんしんおおわに」を目指して、大鰐町社協は下記の事業を実施しました。

※主な事業を掲載

■福祉教育の推進
　町立小中学校を「ボランティア推進校」に指定
し活動助成しました。
・小学校：ボランティアスクールの開催
　　　　　車いす･弱視体験（６年生49名参加）
・中学校：児童館まつり等での
　　　　　ボランティア協力（延べ44名参加）

■シルバー人材センターの運営
　就業などを通じて、高年齢者の健康維持・生
きがいの充実と地域社会の発展に寄与する公益
的な事業を行いました。
・会 員 数	 32名
・受 注 件 数	 385件
・就業延べ人数	 5,098名

■�老人福祉センター/児童館の指定
管理の受託、各種事業の受託

　様々な福祉分野
の受託事業を効果
的、円滑に実施す
るため連携しなが
ら実施するよう努
めました。

■�福祉関係団体への援助及び団体
育成支援

　老人クラブ連合会等の各種団体へ補助金の交
付及び援助を行うと共に、協働して各事業を展
開しました。
・補助金交付団体	 15団体

■緊急通報装置
　（福祉安心電話）設置事業
　一人暮らし高齢者などを対象に「福祉安心電話」
を設置し、24時間体制の見守り活動を行ってい
ます。見守りは協力員34名で対応しました。
・設置台数	 15台

■生活の困りごと相談・支援
　困りごとの相談や、貸付、物資の支給を行い
ました。
・心配ごと相談	 18件
・生活福祉資金等の貸付	 ９件	（相談26件）
・物資（食料等）の支給	 ８件
・介護用品の支給	 95件
・福祉機器（車いす）の貸出	 ５件
・日常生活自立支援事業	 16名	（支援対象者）

■地域住民「集いの場」の援助
　コロナウイルス感染症対策のため中止や変更
もありましたが下記活動を実施しました。
（１）入浴福祉バス
　冬季間、各地区から福祉センターへの無料送
迎バスを運行する「入浴福祉バス」と、生きがい
活動としてレクリエーションを行う「元気ハツラ
ツ!オ

お お わ に ま ち
オワニマチＤ

で
！！」を実施しました。

　・参加者　延べ71名利用（4回実施）
（２）ふれあいサロン
　地域住民の交流の場、地域の情報を共有でき
る場づくりとして、総合福祉センターにて開催
しました。
　・参加者：延べ43名（３回実施）
（３）出張ふれあい児童館
　・開催地区：虹貝新田
　・参 加 者：幼児･小学生15名、大人17名
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事 業 活 動 計 算 書
（自）令和３年４月１日（至）令和４年３月31日　（単位：円）
収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
会 費 収 益 2,388,000 人 件 費 34,659,876
寄 附 金 収 益 112,177 事 業 費 37,020,948
経常経費補助金収益 24,030,689 事 務 費 2,680,406

受 託 金 収 益 32,951,431 共 同 募 金 配
分 金 事 業 費 1,254,000

受 託 事 業 収 益 18,821,278 助 成 金 費 用 1,173,000
労 働 者 派 遣 事 業
等 受 託 金 収 益 37,304 負 担 金 費 用 234,500

共同募金配分金収益 1,254,000 基 金 組 入 額 656
そ の 他 の 収 益 136,896 減 価 償 却 費 1,348,458
退 職 手 当 積 立 基
金 預 け 金 差 益 17,810 国 庫 補 助 金 等 特

別 積 立 金 取 崩 額 △ 417,500

受取利息配当金収益 916 そ の 他 の 費 用 122,728
そ の 他 の サ ー ビ
ス 活 動 外 費 用 990,496

器 具 及 び 備 品 売
却 損・ 処 分 損 4

収入合計① 79,750,501 支出合計② 79,067,572
当 期 活 動 増 減 差 額 682,929 ①－②＝③
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,198,193 ④
当 期 末 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,881,122 ③＋④
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,881,122

資 金 収 支 計 算 書
（自）令和３年４月１日（至）令和４年３月31日　（単位：円）
収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
会 費 収 入 2,388,000 人 件 費 支 出 36,684,042
寄 附 金 収 入 112,177 事 業 費 支 出 37,020,948
経常経費補助金収入 24,030,689 事 務 費 支 出 2,680,406
受 託 金 収 入 32,951,431 貸 付 事 業 支 出 150,000

貸 付 事 業 収 入 182,000 共 同 募 金 配 分
金 事 業 費 支 出 1,254,000

受 託 事 業 収 入 18,821,278 助 成 金 支 出 1,173,000
労 働 者 派 遣 事 業
等 受 託 金 収 入 37,304 負 担 金 支 出 234,500

共同募金配分金収入 1,254,000 そ の 他 の 支 出 122,728

そ の 他 の 収 入 154,706 そ の 他 の 施 設 設
備 等 に よ る 支 出 262,800

受取利息配当金収入 916 基金積立資産支出 656
積立資産取崩収入 2,006,356 積 立 資 産 支 出 1,218,656

収入合計① 81,938,857 支出合計② 80,801,736
当 期 資 金 収 支 差 額 1,137,121 ①－②＝③
前 期 未 支 払 資 金 残 高 14,429,923 ④
当 期 末 支 払 資 金 残 高 15,567,044 ③＋④

【事業別資金支出額】� （単位 : 円）

法 人 運 営 事 業 20,330,428
福 祉 団 体 助 成 事 業 1,178,280
心 配 ご と 相 談 所 事 業 190,222
共 同 募 金 配 分 金 事 業 1,254,000
ほ の ぼ の 交 流 事 業 364,724
福 祉 安 心 電 話 事 業 225,074
た す け あ い 資 金 貸 付 事 業 157,698
福 祉 バ ス 事 業 152,106
長 寿 福 祉 祭 事 業 1,371,075
地 域 支 援 事 業 223,370
生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 4,816,829
老 人 福 祉 セ ン タ ー 事 業 12,149,700
放 課 後 児 童 事 業 4,618,574
児 童 館 事 業 11,592,743
シルバー人材センター事業 21,480,948
そ の 他 ６ 事 業 695,965

合　　計 80,801,736
・資金収支計算書…資金の動き
・事業活動計算書…事業全体の１年間の損益
・貸借対照表…３月31日時点の財務状況

貸 借 対 照 表
令和４年３月31日現在（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

流 動 資 産 25,580,987 流 動 負 債 10,013,943
現 金 預 金 23,300,792 事 業 未 払 金 9,946,743

事 業 未 収 金 2,271,735 預 り 金 9,200

未 収 金 0 前 受 金 58,000

前 払 金 8,460 固 定 負 債 3,036,068
固 定 資 産 40,285,582 退職給付引当金 3,014,168

（ 基 本 財 産 ） 2,666,489 長 期 未 払 金 21,900

建 物 1,666,489 負 債 の 部 合 計 13,050,011
定 期 預 金 1,000,000 純 資 産 の 部
（その他の固定資産） 37,619,093 基 本 金 1,000,000

車 輌 運 搬 具 624,465 国 庫 補 助 金 等
特 別 積 立 金 99,375

器 具 及 び 備 品 5 福 祉基金積立金 32,836,061

長 期 貸 付 金 817,464 次 期 繰 越 活
動 増 減 差 額 18,881,122

退 職 手 当 積 立
基 金 預 け 金 3,341,098（ う ち 当 期 活

動 増 減 差 額 ） 682,929

福祉基金積立預金 32,836,061 純資産の部合計 52,816,558

資 産 の 部 合 計 65,866,569 負 債 及 び 純 資
産 の 部 合 計 65,866,569

令和３年度 令和３年度 収支決算報告収支決算報告
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困りごとは、大鰐町社協に

ご相談ください。
　大鰐町社協は「みんなで築くあんしんおおわに」を目指し、住民の皆様が住み慣れ
た地域で安心して暮らせるよう、次のようなお悩みや困りごとを解消するお手伝いを
します。お気軽にご相談ください。

生
活
困
窮

生活費が足りず困っているとき…………………………………… たすけあい資金貸付事業
生活福祉資金貸付事業

低所得者世帯等に資金の貸付をはじめ、生活の立て直しに必要な援助指導をします。

食材費が足りず、食べ物や粉ミルク等がない…………………… フードバンク事業
たすけあい援助事業

町民よりご寄付頂いた食材をはじめ、大鰐町社協に寄せられた食品等を無料で提供しています。
子ども用の粉ミルク、おむつ等もご相談ください。

不
安
解
消

高齢で一人暮らししており、何かあったときや不安なとき…… 福祉安心電話事業
除雪ボランティア

福祉安心電話事業は、緊急時に非常ボタンを押すと 24時間いつでも協力員につながり駆ける事業です。
必要時には救急車要請も行っています。
除雪ボランティアは、一人暮らしの高齢者宅等の除雪を行うボランティア事業です。

悩みごとがあるが相談できず一人で抱えているとき…………… 心配ごと相談事業
心配ごと相談員が秘密保持のもと町内に住む皆さまの相談ごとをお受けする事業です。
心配ごと相談員が行う一般相談をはじめ、弁護士が相談を聴いて助言する広域法律相談があります。

生
活
支
援

日常生活のちょっとした手助けや元気になれる活動の場がほしい…… 生活支援体制整備事業
高齢の一人暮らしの方等が、日常生活において介護のサービスでまかなえない部分をどのように助け
合っていくか住民の皆さんと考えていく事業です。また、高齢者が集う場を立ち上げるサポートもして
います。

介護や介助が必要になったとき、社協で使える制度はあるのか…… 介護用品支給事業
介護機器貸出事業

低所得者世帯等を対象に、介護用品（大人用おむつ）の支給や、介護機器（車いす、ベッド等）の貸し
出しを実施する事業です。

両親が仕事などで、子どもが帰宅する時間に誰もいないとき…… 放課後児童クラブ
就労などにより保護者が家庭にいない小学生に対し、適切な遊びや生活の場を提供し、保育を行う事業
です。

障害や高齢のため、日常における金銭管理が難しいとき……… 日常生活自立支援事業
障害や高齢化、認知症などにより、日常の書類管理、金銭管理が難しい方に代わり、施設利用料支払い
代行等を行う事業です。

草刈りや家事など、ご自宅まわりのお手入れをしてほしい…… シルバー人材センター
草刈りや除雪、ご自分でできないおうちの中でのお仕事等をお手伝いします。
６０歳以上の方の生きがい事業でもあります。登録して働きたい方も募集しています。
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第
18
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

縮
小
開
催
の
お
知
ら
せ

第
18
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

金
婚
顕
彰
式
の
申
込
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
「
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
内
容
を
縮
小
し
て
開
催

し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
対
象

者
の
み
の
参
加
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
鑑
み
、
開
催
中
止
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
参
加
対
象
者
（
顕
彰
者
の
み
）】

①
大
鰐
町
長
寿
番
付
横
綱
及
び
大
関

②
卒
寿（
90
歳
）を
迎
え
ら
れ
る
方

③
金
婚（
50
周
年
）を
迎
え
ら
れ
る

　
ご
夫
婦

【
開
催
日
時
】

令
和
４
年
９
月
６
日（
火
）10
時
よ
り

【
開
催
場
所
】

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
18
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
に
併
せ

て
金
婚
顕
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

金
婚
顕
彰
を
ご
希
望
す
る
ご
夫
婦
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

の
と
お
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
鰐

町
長
寿
福
祉
祭
が
中
止
と
な
っ
た
と
き

は
金
婚
顕
彰
式
も
開
催
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
金
婚
対
象
者
】

現
在
、
大
鰐
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

47
年
（
１
９
７
２
年
）
12
月
以
前
に
婚

姻
届
け
を
提
出
し
た
、
結
婚
50
周
年
を

迎
え
る
ご
夫
婦

【
申
込
方
法
】

令
和
４
年
８
月
５
日
㈮
ま
で
に
大
鰐
町

社
協
へ
婚
姻
日
が
分
か
る
戸
籍
謄
本
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
】

第
18
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
と
同
じ

　
今
年
も
ま
た
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
で
あ

る
、「
大
鰐
町
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」
で
参
加

団
体
を
募
り
ま
す
。（
対
象
：
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会

福
祉
施
設
等
）

　
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
花
植
え
を
す
る
こ
と
で
、

町
の
景
観
美
化
や
、
住
民
同
士
の
交
流
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

　
花
の
苗
と
土
を
配
布
し
、
地
区
の
花
壇
や
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
※
締
め
切
り
：
７
月
20
日

　
※�

昨
年
希
望
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
昨
年
よ
り
多

め
に
準
備
い
た
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ますます、きれいに
咲きますように！ 花

い
っ
ぱ
い
で
　

花
い
っ
ぱ
い
で
　

　
笑
顔
い
っ
ぱ
い

　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
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「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
・
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」

会
員
加
入
の
お
願
い

会
員
加
入
の
お
願
い

本
会
の
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
町
民
の
み
な
さ

ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町
か
ら
の
補
助
金
、

受
託
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
住
民
の
み
な
さ
ま
や
商
店
・
企
業

の
み
な
さ
ま
の
会
員
会
費
を
財
源
に
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。大

鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
困
り
ご
と
を
抱
え
た
方
の
支

援
や
、
町
民
の
み
な
さ
ま
同
士
の
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
啓
発
を
通
し
て
、
福
祉
の
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

今
年
度
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

※�

加
入
の
お
願
い
は
６
月
末
か
ら
、
各

町
内
・
地
区
の
嘱
託
員
・
班
長
の
み

な
さ
ま
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
お
伺

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
ま
だ
終
わ
り

の
み
え
な
い
日
々
で
す
が
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

１
６
８
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
事
業
が
中
止
や
延
期
と
な
る
中

で
の
決
算
報
告
、
事
業
報
告
等
と
な
り
ま

す
が
、
一
年
間
の
成
果
と
し
て
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
今
後
と
も
「
み
ん
な
で
築
く
あ
ん
し
ん

お
お
わ
に
」
を
目
指
し
皆
で
福
祉
活
動
を

応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
調
査
広
報
部
会
）

投
稿
歓
迎

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の
ご
要

望
や
掲
載
記
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
編
集
発
行
】

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

住　
所　
青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町

　
　
　
　
　
大
字
蔵
館
字
川
原
田
37
－
6

　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

電　
話　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
3

そ
の
ほ
か
社
協
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

編

集

後

記

【 社協会費の区分 】
✿一般会員　1,000 円
　（個人一世帯）
✿特別会員　2,000 円以上
　（特に賛同協力する方）
✿賛助会員　3,000 円以上
　（企業・施設・商店・団体等）

「
集
い
の
場
」
で

「
集
い
の
場
」
で

健
康
寿
命
が
延
び
る
？

健
康
寿
命
が
延
び
る
？

　
５
月
24
日
、
虹
貝
新
田
地
区
で

ほ
っ
と
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し

た
。
シ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、
ビ
ー
ン
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
し
て
体
が
温
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
指

体
操
で
脳
ト
レ
を
し
ま
し
た
。「
指

ど
一
緒
に
顔
も
お
が
し
ぐ
な
る

じ
ゃ
、
マ
ス
ク
あ
っ
て
い
が
っ
た

じ
ゃ
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
と
び
、

み
ん
な
で
大
笑
い
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　
社
協
で
は
、
共
同
募
金
配
分
金

事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
で
の
居

場
所
づ
く
り
、
介
護
予
防
や
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
を
め
ざ
す
活

動
・
集
ま
り
に
、「
地
域
福
祉
活

動
助
成
金
」

（
１
回
あ
た
り
３
，０
０
０
円
）
を

助
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
下
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。


